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日本銀行のレポートから

Ⅰ
．
地
域
か
ら
み
た

       

景
気
情
勢

　

各
地
の
景
気
情
勢
を
前
回

（
一
四
年
十
月
）
と
比
較
す
る
と
、

北
海
道
か
ら
、
公
共
投
資
の
減
少

な
ど
一
部
に
弱
め
の
動
き
が
み
ら

れ
る
と
し
て
判
断
を
引
き
下
げ
る

報
告
が
あ
っ
た
も
の
の
、
残
り
八

地
域
で
は
、
景
気
の
改
善
度
合
い

に
関
す
る
基
調
的
な
判
断
に
変
化

は
な
い
と
し
て
い
る
。

　

各
地
域
か
ら
の
報
告
を
み
る

と
、国
内
需
要
が
堅
調
に
推
移
し
、

海
外
需
要
に
持
ち
直
し
の
動
き
が

み
ら
れ
る
中
で
、
雇
用
・
所
得
環

境
が
着
実
な
改
善
を
続
け
て
い
る

こ
と
等
を
背
景
に
、
北
海
道
を
含

め
全
地
域
で
、
基
調
的
に
は
、「
回

復
し
て
い
る
」、「
緩
や
か
に
回
復

【14/10 月判断】 前回と
の比較 【15/ 1 月判断】

北海道
基調的には緩やかに回復している。この間、
消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
は、和らいできている

一部に弱めの動きがみられるものの、緩やか
に回復している。この間、消費税率引き上げ
に伴う駆け込み需要の反動は、和らいでいる

東　北 消費税率引き上げの影響による反動がみられ
るものの、基調的には緩やかに回復している

消費税率引き上げの影響による反動が徐々に
和らいできている中、緩やかに回復している

北　陸
消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
の影響を受けつつも、基調的には緩やかに回
復している

基調的には緩やかな回復を続けている。この
間、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の
反動などの影響も全体として和らいでいる

関　東
甲信越

消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
などの影響から生産面を中心に弱めの動きが
みられているが、基調的には緩やかな回復を
続けている

基調的に緩やかな回復を続けており、消費税
率引き上げに伴う駆け込み需要の反動などの
影響も全体として和らいでいる

東　海

基調としては回復を続けており、消費税率引
き上げに伴う駆け込み需要の反動の影響も、
幾分ばらつきを伴いつつ全体として和らいで
きている

基調としては回復を続けており、消費税率引
き上げに伴う駆け込み需要の反動の影響も、
全体として和らいでいる

近　畿
消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
がみられているが、基調としては緩やかに回
復している

消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
がみられているが、基調としては緩やかに回
復している

中　国

生産面で幾分増勢の鈍化がみられるものの、
基調としては緩やかに回復している。この間、
消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
の影響は全体として和らぎつつある

生産面で幾分増勢の鈍化がみられるものの、
基調としては緩やかに回復している。この間、
消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
の影響は全体として和らぎつつある

四　国
消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
などがみられているが、基調的には緩やかな
回復を続けている

基調的には緩やかな回復を続けており、消費
税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動の影
響も全体として和らいでいる

九州・沖縄
基調的には緩やかに回復している。この間、
消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
減は、徐々に和らいできている

緩やかに回復している。この間、消費税率引
き上げに伴う駆け込み需要の反動減は和らい
でいる

（注）前回との比較の「　　」、「　　」は、前回判断に比較して景気の改善度合いまたは悪化度合いが変化したことを示
す（例えば、改善度合いの強まりまたは悪化度合いの弱まりは、「　　」）。なお、前回に比較し景気の改善・悪化度合い
が変化しなかった場合は、「　　」となる。

二
〇
一
五
年
一
月
［
抜
粋
］

　日本銀行では、年 4回（1月、4月、7月、10 月）、全国 32 支店の支店長などが本店に集まり、総裁
以下全役員と「支店長会議」を開きます。支店長会議の場では、全国の支店長などが、経済指標の分析
や企業等への面談調査等を通じて収集した情報をもとに、各地域の経済金融動向等について報告・討議
します。こうした分析・情報に基づく各支店などからの報告を支店長会議にあわせて集約したものが「地
域経済報告」（さくらレポート）です。全国を 9地域に分け、景気情勢に関する報告を集約した「地域か
らみた景気情勢」と、その時々のタイムリーなトピックを採り上げ企業等の生の声を収集・整理した「地
域の視点」、全国 9地域の金融経済概況、参考計表で構成されています。

＊全文は日本銀行ホームページに掲載されています。http://www.boj.or.jp/research/brp/rer/index.htm/

「
地
域
経
済
報
告
」（
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
）
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し
て
い
る
」
等
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
、

個
人
消
費
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
地
域
で

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需

要
の
反
動
の
影
響
が
全
体
と
し
て
和
ら
い

で
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
生

産
に
つ
い
て
は
、
な
お
一
部
に
弱
め
の
動

き
が
み
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
下
げ
止
ま

り
の
動
き
を
指
摘
す
る
報
告
も
あ
っ
た
。

　
公
共
投
資
は
、
東
北
、
近
畿
か
ら
、「
増

加
し
て
い
る
」等
の
報
告
が
あ
っ
た
ほ
か
、

四
地
域
（
関
東
甲
信
越
、
中
国
、
四
国
、

九
州
・
沖
縄
）
か
ら
、「
高
水
準
で
横
ば

い
圏
内
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
」
等
の
報

告
が
あ
っ
た
。
一
方
、三
地
域
（
北
海
道
、

北
陸
、
東
海
）
か
ら
は
、「
高
水
準
で
推

移
し
て
い
る
も
の
の
、
足
も
と
で
は
減
少

し
て
い
る
」
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
設
備
投
資
は
、北
海
道
、東
海
か
ら
、「
一

段
と
増
加
し
て
い
る
」、
四
地
域
（
東
北
、

北
陸
、
関
東
甲
信
越
、
近
畿
）
か
ら
、「
増

加
し
て
い
る
」等
の
報
告
が
あ
っ
た
ほ
か
、

三
地
域
（
中
国
、
四
国
、
九
州
・
沖
縄
）

か
ら
、「
持
ち
直
し
て
い
る
」
等
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　
個
人
消
費
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
が
着

実
な
改
善
を
続
け
て
い
る
こ
と
等
を
背
景

に
、
北
海
道
か
ら
、「
地
域
や
業
態
間
で

ば
ら
つ
き
を
伴
い
つ
つ
も
回
復
し
て
い

る
」、
四
地
域
（
北
陸
、
東
海
、
四
国
、

九
州
・
沖
縄
）
か
ら
、「
基
調
と
し
て
緩

や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
」
等
の
報
告
が

あ
っ
た
ほ
か
、
四
地
域
（
東
北
、
関
東
甲

信
越
、
近
畿
、
中
国
）
か
ら
、「
基
調
的
に

底
堅
く
推
移
し
て
い
る
」
等
の
報
告
が
あ

っ
た
。
こ
の
間
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
う
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
地
域
か
ら
、「
全
体
と
し

て
和
ら
い
で
い
る
」
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

大
型
小
売
店
販
売
額
を
み
る
と
、
多
く

の
地
域
か
ら
、「
前
年
を
上
回
っ
て
お
り
、

駆
け
込
み
需
要
の
反
動
の
影
響
は
和
ら
い

で
い
る
」、「
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
」、「
緩

や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
」
等
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

乗
用
車
販
売
は
、「
駆
け
込
み
需
要
の

反
動
な
ど
か
ら
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
一
方
、「
駆
け
込
み

需
要
の
反
動
が
徐
々
に
和
ら
い
で
き
て
い

る
」、「
新
型
車
投
入
効
果
も
あ
っ
て
、
持

ち
直
し
に
向
け
た
動
き
が
み
ら
れ
て
い

る
」
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

家
電
販
売
は
、「
駆
け
込
み
需
要
の
反

動
な
ど
か
ら
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
」
と

の
報
告
が
あ
っ
た
一
方
、「
基
調
的
に
は

底
堅
く
推
移
し
て
お
り
、
駆
け
込
み
需
要

の
反
動
の
影
響
も
和
ら
い
で
い
る
」、「
着

実
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
」
等
の
報
告
が
あ

っ
た
。

　

旅
行
関
連
需
要
は
、「
国
内
旅
行
を
中

心
に
底
堅
く
推
移
し
て
い
る
」、「
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
」
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
複
数
の
地
域
か
ら
、
外
国
人
観

光
客
が
引
き
続
き
増
加
し
て
い
る
等
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　
住
宅
投
資
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
う
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
の
影
響
な
ど

か
ら
、
四
地
域
（
北
海
道
、
近
畿
、
中
国
、

九
州
・
沖
縄
）
か
ら
、「
減
少
し
て
い
る
」、

「
弱
い
動
き
と
な
っ
て
い
る
」
等
の
報
告

が
あ
っ
た
。一
方
、関
東
甲
信
越
か
ら
、「
駆

け
込
み
需
要
の
反
動
減
が
続
い
て
き
た

が
、
足
も
と
で
は
下
げ
止
ま
り
つ
つ
あ

る
」、
北
陸
か
ら
、「
横
ば
い
圏
内
で
推
移

し
て
い
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
の

間
、
三
地
域
（
東
北
、
東
海
、
四
国
）
か

ら
、「
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
」、「
基

調
と
し
て
は
底
堅
く
推
移
し
て
い
る
」
等

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
生
産
（
鉱
工
業
生
産
）
は
、四
地
域
（
北

海
道
、
北
陸
、
東
海
、
近
畿
）
か
ら
、「
高

水
準
で
推
移
し
て
い
る
」、「
増
加
し
て
い

る
」
等
の
報
告
が
あ
っ
た
ほ
か
、
中
国
か

ら
、「
増
勢
が
幾
分
鈍
化
し
て
い
る
も
の

の
、
緩
や
か
な
増
加
基
調
に
あ
る
」
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
駆
け
込
み
需
要

の
反
動
減
な
ど
の
影
響
に
伴
う
耐
久
消
費

財
等
の
在
庫
調
整
が
徐
々
に
進
捗
し
て
き

て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、三
地
域（
関

東
甲
信
越
、
四
国
、
九
州
・
沖
縄
）
か
ら
、

「
全
体
と
し
て
横
ば
い
圏
内
で
推
移
し
て

い
る
が
、
一
部
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
み

ら
れ
る
」、「
足
も
と
下
げ
止
ま
り
つ
つ
あ

る
」
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
東

北
か
ら
、「
弱
め
の
動
き
が
続
い
て
い
る
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

主
な
業
種
別
の
動
き
を
み
る
と
、
電
子

部
品
・
デ
バ
イ
ス
は
、「
増
加
し
て
い
る
」

等
、
は
ん
用
・
生
産
用
・
業
務
用
機
械
は
、

「
緩
や
か
に
増
加
し
て
い
る
」
等
の
報
告

が
あ
っ
た
。
輸
送
機
械
、
電
気
機
械
、
情

報
通
信
機
械
で
は
、「
引
き
続
き
駆
け
込

み
需
要
の
反
動
が
み
ら
れ
て
い
る
」、「
在

庫
調
整
が
続
い
て
い
る
」
等
の
報
告
が
あ

っ
た
一
方
、「
増
加
し
つ
つ
あ
る
」
等
の
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報
告
も
あ
っ
た
。
こ
の
間
、鉄
鋼
、化
学
は
、

「
横
ば
い
圏
内
と
な
っ
て
い
る
」
等
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　
雇
用
・
所
得
動
向
は
、
多
く
の
地
域
か

ら
、「
改
善
し
て
い
る
」
等
の
報
告
が
あ

っ
た
。

　

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
地
域

か
ら
、「
労
働
需
給
は
着
実
な
改
善
を
続

け
て
い
る
」
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。
雇
用

者
所
得
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
地
域
か
ら
、

「
着
実
に
持
ち
直
し
て
い
る
」、「
緩
や
か

に
増
加
し
て
い
る
」
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

Ⅱ
． 

地
域
の
視
点

　
　
「
各
地
域
に
お
け
る
中
小
企
業
の

　
　

  

現
状
と
活
力
あ
る
企
業
の
特
徴
」

１
． 中小
企
業
の
現
状
等

（
１
）�

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

と
足
も
と
の
収
益
動
向

　

各
地
域
の
中
小
企
業
の
収
益
動
向
を
み

る
と
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
や
大
企

業
の
海
外
拠
点
拡
充
等
が
進
ん
で
い
る
環

境
下
で
、
企
業
規
模
が
相
対
的
に
小
さ
く
、

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
を
図
れ
て
い

な
い
先
を
中
心
に
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る

企
業
が
少
な
く
な
い
が
、
近
年
は
、
内
外

需
要
が
持
ち
直
す
も
と
で
、
全
体
と
し
て

は
緩
や
か
な
が
ら
も
改
善
傾
向
を
た
ど
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
二
〇
一
四
年
度
入
り

後
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
後
の
需
要
面

に
お
け
る
弱
め
の
動
き
や
円
安
等
に
伴
う

コ
ス
ト
負
担
の
増
加
等
か
ら
、
業
種
や
企

業
間
で
の
ば
ら
つ
き
が
広
が
っ
て
い
る
と

の
声
が
聞
か
れ
て
い
る
。

  
す
な
わ
ち
、
海
外
需
要
の
増
加
が
波
及

し
て
い
る
業
種
（
自
動
車
・
電
気
機
械
・

航
空
機
関
連
部
品
等
）
や
、
設
備
投
資
関

連
の
業
種
（
産
業
用
機
械
等
）、
公
共
・

建
設
投
資
関
連
の
業
種
（
建
設
等
）、
大

企
業
の
業
績
改
善
効
果
が
及
ん
で
い
る
業

種
（
運
輸
、
人
材
派
遣
等
）、
円
安
の
メ
リ

ッ
ト
が
顕
れ
て
い
る
業
種
（
造
船
、
訪
日

外
国
人
観
光
客
関
連
の
宿
泊
等
）
等
で
は
、

収
益
の
改
善
が
続
い
て
い
る
先
が
多
い
。

  

こ
う
し
た
一
方
で
、
内
需
依
存
度
の
高

い
業
種
（
食
料
品
、
小
売
、
飲
食
等
）
や
、

住
宅
投
資
関
連
の
業
種
（
建
材
、
工
務
店

等
）
等
で
は
、
収
益
環
境
が
悪
化
し
て
い

る
と
の
声
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
要
因

と
し
て
は
、
消
費
増
税
に
伴
う
反
動
減
の

長
期
化
や
天
候
不
順
、
実
質
所
得
の
減
少

を
反
映
し
た
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
等

に
よ
る
売
上
の
減
少
に
加
え
、
円
安
等
に

伴
う
原
材
料
価
格
の
上
昇
、
電
力
料
金
の

負
担
増
、
人
手
不
足
を
背
景
と
し
た
人
件

費
の
増
加
等
に
直
面
す
る
も
と
で
、
販
売

価
格
へ
の
転
嫁
が
進
ま
な
い
点
も
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
足
も
と
の
原
油
安

の
プ
ラ
ス
効
果
は
、
既
に
実
感
し
て
い
る

先
が
み
ら
れ
る
一
方
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
と
の
声
も
聞

か
れ
て
い
る
。

（
２
）�

中
小
企
業
の
設
備
投
資
、

　
　

��

雇
用
・
賃
金
ス
タ
ン
ス

　

中
小
企
業
の
設
備
投
資
、
雇
用
・
賃
金

ス
タ
ン
ス
を
み
る
と
、
先
行
き
の
需
要
減

少
に
対
す
る
懸
念
や
足
も
と
厳
し
い
収
益

状
況
等
に
直
面
し
て
い
る
先
で
は
、
依
然

と
し
て
抑
制
的
な
姿
勢
を
続
け
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
業
況
堅
調
先
を
中
心
に
前

向
き
な
ス
タ
ン
ス
を
取
る
動
き
も
み
ら
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
設
備
投
資
に
関

し
て
は
、
政
府
の
補
助
金
や
緩
和
的
な
金

融
環
境
等
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
先
送
り
し
て
き
た
老
朽
化
設
備
の
維

持
・
更
新
や
効
率
化
・
省
力
化
に
向
け
た

投
資
を
実
施
す
る
先
に
加
え
、
需
要
増
加

を
見
込
ん
だ
能
力
増
強
投
資
に
踏
み
切
る

先
も
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雇
用
・
賃

金
面
に
関
し
て
も
、
人
手
不
足
へ
の
対
応

の
観
点
を
含
め
、
新
規
・
中
途
採
用
の
積

極
化
に
よ
る
人
員
増
強
を
図
っ
た
り
、
賃

金
水
準
の
引
き
上
げ
や
賞
与
増
額
な
ど
処

遇
改
善
を
進
め
て
い
る
と
の
声
が
聞
か
れ

て
い
る
。

（
３
）�

中
小
企
業
が
直
面
し
て
い
る

　
　

��

経
営
課
題

　

現
状
直
面
し
て
い
る
経
営
課
題
と
し
て

は
、
多
く
の
先
が
、「
中
長
期
的
な
需
要

の
減
少
」、「
人
手
・
人
材
不
足
」、「
事
業

承
継
・
技
能
伝
承
の
困
難
化
」
を
挙
げ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
起
因
す
る
面
が
大
き
い
課
題
で
あ

り
、
特
に
地
方
圏
で
事
業
を
展
開
す
る
先

で
は
、
大
企
業
や
若
者
の
域
外
へ
の
流
出

も
あ
っ
て
、
都
市
部
に
比
べ
対
応
の
必
要

性
を
指
摘
す
る
声
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な

先
で
は
、
人
手
・
人
材
不
足
等
に
よ
り
、

漸
く
回
復
し
た
受
注
の
一
部
を
見
送
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
り
、
事
業
の
拡
大
に
支

障
を
来
す
事
例
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
先
行
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き
の
需
要
増
加
を
見
込
め
な
い
中
で
、
設

備
投
資
や
従
業
員
の
処
遇
改
善
等
に
踏
み

切
れ
な
い
事
例
も
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
も
と
で
、
事
業
縮
小
や
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
る
よ
う
な
事
態
を
懸
念
す
る
声
も

聞
か
れ
て
い
る
。

２
． 

活
力
あ
る
中
小
企
業
の
特
徴
と

      

地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
た
め
の

        

課
題

（
１
）�

活
力
あ
る
中
小
企
業
の
特
徴
等

　

以
上
の
よ
う
な
経
営
環
境
の
中
で
、
課

題
へ
の
対
応
を
着
実
に
進
め
、
地
域
で
存

在
感
を
発
揮
し
て
い
る
「
活
力
あ
る
中
小

企
業
」
が
、
地
域
を
問
わ
ず
、
相
応
に
み

ら
れ
て
お
り
、
地
域
経
済
に
も
好
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
先
で
は
、
経

営
者
に
よ
る
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
、「
特
定
分
野
で
の
技
術
力
や
開
発
・

企
画
力
」、「
機
動
力
」、「
地
域
密
着
」
な

ど
中
小
企
業
が
大
企
業
・
中
堅
企
業
に
比

較
優
位
の
あ
る
面
を
最
大
限
に
活
用
し
つ

つ
、
積
極
的
な
事
業
展
開
や
環
境
変
化
へ

の
対
応
を
図
っ
て
お
り
、
経
営
戦
略
面
で

以
下
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

① 

既
存
事
業
に
お
け
る
付
加
価
値
・
生
産

性
向
上

　

製
造
業
で
は
、
既
存
事
業
に
お
け
る
独

自
の
技
術
力
・
開
発
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
効
率
化
・
省
力
化
投
資
等
に
よ

り
生
産
性
を
高
め
、
多
品
種
少
量
生
産
や

品
質
向
上
、
納
期
短
縮
を
実
現
し
た
り
、

需
要
の
変
化
に
応
じ
た
製
品
開
発
を
強
化

す
る
な
ど
に
よ
り
、
海
外
を
含
め
た
需
要

を
取
り
込
ん
で
い
る
先
が
み
ら
れ
る
。
そ

の
際
、
下
請
け
か
ら
の
脱
却
を
志
向
す
る

先
が
あ
る
一
方
、
大
企
業
と
の
連
携
強
化

を
図
る
先
も
散
見
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
非
製
造
業
で
は
、
地
域
密
着
の

利
点
を
活
か
し
、
地
元
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
た
う
え
で
、
大
企
業
に
は

対
応
が
難
し
い
き
め
細
か
な
販
売
・
サ
ー

ビ
ス
で
囲
い
込
み
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、

農
水
産
物
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
域
の
高

品
質
な
商
品
等
の
販
路
を
全
国
や
海
外
に

拡
大
し
た
り
、
地
元
資
源
の
活
用
等
に
よ

り
内
外
観
光
客
の
獲
得
に
成
功
し
て
い
る

先
が
み
ら
れ
て
い
る
。

②
成
長
分
野
・
新
規
事
業
へ
の
参
入

　

成
長
分
野
（
医
療
・
介
護
、
航
空
宇
宙
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ
・
先
端
医
療
、

コ
ト
消
費
関
連
等
）
や
新
規
事
業
へ
の
参

入
、
ニ
ッ
チ
市
場
の
開
拓
等
を
通
じ
、
新

た
な
需
要
を
獲
得
し
て
い
る
先
が
み
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
先
の
中
に
は
、
単
独
で
の

資
金
力
・
技
術
力
で
は
対
応
し
切
れ
な
い

場
合
も
少
な
く
な
く
、
他
社
と
の
共
同
事

業
化
や
産
官
学
連
携
等
を
活
用
す
る
事
例

も
見
受
け
ら
れ
る
。

③ 

人
材
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
継
続
的

な
取
り
組
み

　

競
争
力
を
維
持
・
強
化
す
る
観
点
か
ら
、

有
能
な
人
材
の
育
成
・
確
保
に
向
け
、
採

用
の
強
化
に
加
え
、
従
業
員
の
処
遇
改
善
、

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
着
実
な
伝
承
、
女
性
・

高
齢
者
・
外
国
人
の
積
極
登
用
、
外
部
人

材
の
活
用
等
を
進
め
て
い
る
先
が
少
な
く

な
い
。

  
こ
う
し
た
活
力
あ
る
中
小
企
業
は
、
特
に

地
方
圏
に
お
い
て
新
た
な
需
要
や
雇
用
を

生
み
出
し
て
い
る
ほ
か
、
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
る
同
業
他
社
の
事
業
を
承
継
す
る

事
例
も
み
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
活
性
化
に

向
け
た
一
翼
を
担
っ
て
い
る
先
も
見
受
け

ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）�

地
域
活
性
化
に

　
　

��

繋
げ
て
い
く
た
め
の
課
題

  

こ
の
間
、
金
融
機
関
や
自
治
体
、
経
済

団
体
等
で
は
、
中
小
企
業
単
独
で
の
対
応

に
限
界
が
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、
海
外
事
業
展
開
、
事
業

承
継
、
起
業
等
の
支
援
に
取
り
組
む
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
必
ず

し
も
十
分
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と

の
指
摘
も
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
の
実
効
性
を
高
め
、
活
力
あ
る

企
業
の
増
加
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
に
繋

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
金
融
機
関
や
自
治

体
等
が
、
自
ら
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
た
り
、
専
門
的
知
識
や
客
観
的
視
点
を

有
す
る
外
部
人
材
を
活
用
す
る
な
ど
に
よ

り
支
援
機
能
を
一
段
と
強
化
し
、
経
営
課

題
に
直
面
し
て
い
る
先
に
対
し
て
、
各
企

業
の
実
情
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
を
促
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
が
聞
か
れ

て
い
る
。


